







論 文 内 容 要 旨 





現調節、走化性や脱顆粒等に重要な働きをしている。 免疫系の細胞は興奮性神経伝達物質受容体チャネルや L 型電位依存性
Ca2+チャネルを介する Ca2+電流が惹起される可能性は低い。その代わりに、小胞体等の Ca2+ストア内の Ca2+濃度が低下し Ca2+が
枯渇することにより活性化され、Ca2+選択性が極めて高い Ca2+ Release-Activated Ca2+（CRAC）チャネルが、細胞外から細胞






10 µMの IP3を含む電極内液を用いて CRACチャネルを活性化させ、保持膜電位 0 mVから 50 msの間に-120 mVから 80 mV
までのランプ波を３秒毎に与えた。膜電流は内向き整流性を示し、逆転電位は50 mVより脱分極側にあった。過分極側ではカ
プサゼピン ＞ カプサイシン ＞ ユージノールの順に CRACチャネル電流を遮断し、ヒスタミン遊離を阻害した。以上の結果
より、カプサゼピン、カプサイシンとユージノールは CRAC チャネルを介する Ca2+流入を遮断することにより、ヒスタミン遊
離を阻害したと考えられる。カプサゼピンはTRPV1チャネル、カプサイシン受容体の競合的拮抗薬として実験に用いられてい
るが、CRACチャンネルも抑制することが明らかになり、今後、カプサゼピンの使用には注意する必要がある。 
 
